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IGESの特徴

国立環境研究所(NIES)地球環境戦略研究機関(IGES)

1973年発足

自然科学的アプロ チ

1998年発足

社会科学的アプロ チ 自然科学的アプローチ
汚染メカニズムの解明
観測技術
汚染防止・改善技術

社会科学的アプローチ
地球環境保全のための戦略研究、政策・措置
の提案
能力開発ツールの開発

日本をターゲットにグローバル
な視野

アジア太平洋(AP)をターゲットに
グローバルな視野
APに向けた政策提言
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APの声を国際社会に反映
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研究活動

研究プロジェクト

気候政策プロジ クト気候政策プロジェクト

バイオ燃料プロジェクト

森林保全プロジェクト

淡水プロジェクト

廃棄物・資源プロジェクト

ビジネスと環境プロジェクトビジネスと環境プロジェクト

能力開発と教育プロジェクト

プログラム・マネジメント・オフィス（PMO)
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研究テ マ 「国際都市間協働によるアジア途上国L.I.研究テーマ 「国際都市間協働によるアジア途上国
都市の低炭素型発展に関する研究」

研究の目的

アジア途上国における地域主導の民生部門における低炭素型発展施
策の推進方法を明らかにする策の推進方法を明らかにする

多様な発展段階の途上国都市と日本の都市との共同により、既存枠組
みを補完・強化しつつ低炭素社会を作る仕組みを考察する
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研究テ マ 「国際都市間協働によるアジア途上国都L.I.研究テーマ 「国際都市間協働によるアジア途上国都
市の低炭素型発展に関する研究」

アジア途上国都市における低 日本の自治体における低炭素社

研究の構成

アジア途上国都市における低
炭素型発展施策とその推進メ
カニズム

日本の自治体における低炭素社
会構築及び地球環境問題への
取り組み促進施策

アジア途上国都市と日本の都市との
低炭素型発展パートナーシップの形成・推進

国際都市間協力の推進メカニズム
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研究の背景と目的

研究の背景研究の背景

アジアにおける低炭素社会づくりをサポートするために、日本においては、国レベルではク

ールアースパートナーシップによる資金協力を開始し、また国際協力機構（JICA）がコベネフ

ィット型気候変動対策の開発協力を進めようとしている。環境省はクリーンアジアイニシア

ティブによってアジアの低炭素型発展を支援しようとしており、第1回東アジア首脳会議環

境大臣会合においては「持続可能な都市」概念と、気候変化と地域の環境問題の双方に効

果のある ベネフ ト型の低炭素個別手法 政策手段の重要性が確認された 本研究で果のあるコベネフィット型の低炭素個別手法・政策手段の重要性が確認された。本研究で

は、これらの低炭素手法・政策の促進に果たす地域主導の活動及び国際都市間ネットワー

クが果たす役割を明らかにする

究 的研究の目的

アジア低炭素型発展を推進するための国際都市間連携事業の内容、また既存の都市間

ネットワークを拡充すべきか、それとも新規設置すべきかについて検討し、ふさわしい国際ッ クを拡充す 、そ も新規設置す 検討 、ふさわ 国際

都市間連携プラットフォームの組織・制度を提案
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都市間ネットワークの活動内容 – CAI‐ASIA調査結果より

大多数(約8割)の都市間ネ トワ クが自治体間のネ トワ ク作り プロジ大多数(約8割)の都市間ネットワークが自治体間のネットワーク作り、プロジェ
クトやトレーニング・プログラムの実施、アクション・プランの作成補助等に従事
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都市間ネットワークの活動内容– UN‐Habitat 調査結果より

UN H bit tの調査結果においても ほぼ同様の結果がみられUN‐Habitatの調査結果においても、ほぼ同様の結果がみられ、

調査先 (サンプル数：13)

African Unition of Local Authorities
Commonwealth Local Government Forum
Council for European Municipalities and Regions
ICLEI
International Union of Local Authorities
Latin‐American Federation fo Cities, Mun. and Assc.
CITYNETCITYNET
Eurocities
European Sustainable Cities and Towns Campaign
Medsafe Network
Sister Cities International
T d D l t

UN-Habitat Survey 2003

Towns and Development
International City‐County Management Association

多くのネ トワ クが情報交換 政策立案補助 自治体のキ パシテ
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多くのネットワークが情報交換、政策立案補助、自治体のキャパシティ・
ビルディング等の活動を行っていることがわかる
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都市間連携の分野 – CITYNET、UN‐Habitatの調査結果より

環境が都市間連携には最も適した分野であることが

CITYNET 調査先

環境が都市間連携には最も適した分野であることが・・・

(サンプル数：30)

アジア16カ国地方自治体
自治体の集合体

UN-Habitat 調査先 (サンプル数：13)

African Unition of Local Authorities
Commonwealth Local Government Forum
Council for European Municipalities and Regionsp p g
ICLEI
International Union of Local Authorities
Latin‐American Federation fo Cities, Mun. and Assc.
CITYNET
Eurocities
E S t i bl Citi d T C i

UN-Habitat Survey 2003 & CITYNET Survey 2005

European Sustainable Cities and Towns Campaign
Medsafe Network
Sister Cities International
Towns and Development
International City‐County Management Association
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・・・自治体、ネットワーク双方に対する調査において判明



Institute for Global Environmental Strategies

都市間連携の分野 – CAI‐ASIA調査結果より

その中でも特に 気候変動 ゴミ処理分野においての連携が多くその中でも特に、気候変動、ゴミ処理分野においての連携が多く、

CAI‐Asia
1. Cities Development Initiative for Asia (CDIA)
CITYNET

調査先 (サンプル数：14)

CITYNET
Earthquakes and Megacities Initiative
Global Energy Network for Sustainable
ICLEI‐ South East Asia
Kitakyushu Initiative
Metropolis
Sustainable Mobility & Accessibility Research &
Transformation
Sustainable Cities PLUS Network
The Global City Indicators Facility 
The Rockefeller Foundation
UCLG ‐ Asia Pacific
United Nations Human Settlements Programme
(UN‐HABITAT)
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CAI-Asia Survey 2009

水と衛生、交通、エネルギー効率、クリーン・エネルギー事業がその後を追う
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都市間ネットワークの組織・制度 – IGES調査

都市間ネットワークの組織や制度に関して言及している既存の研究は皆都市間ネットワークの組織や制度に関して言及している既存の研究は皆
無なため、この度IGESにおいてヒアリング調査を実施

Profile of members Number of members Japanese member
cities

Secretariat
(Host City)

Establishment

CITYNET Local & national governments development 100 members in 22 countries most of 2 cities CITYNET 1987CITYNET Local & national governments, development
authorities, NGOs, community‐base organizations,
associations of local authorities, research & training
institutes, private corporations & individuals

100 members in 22 countries, most of
which are cities and organizations in
Asia Pacific

2 cities
Yokohama (host)
Suginami‐Ward

CITYNET
(Yokohama)

1987

ICLEI Local, national and regional governments 1,105 local governments in 68 countries 19 cities * ICLEI
(Toronto)

1990

APCS Local governments Overseas (19 cities/12 countries) 9 cities ** Fukuoka Asian 1994g ( )
Japan (9 cities) Urban Research

Center
(Fukuoka)

KI Local governments 62 cities (18 countries) in Asia  Pacific 6 cities *** IGES
(Kikakyushu)

2000

ANMC21 Capitals & major cities in Asia 11 cities in Asia 1 city
k (h )

Government of
k

2001
Tokyo (host) Tokyo

(Tokyo)
C40 Cities (population size greater than 3 million) 40 participating & 17 affiliated cities 2 cities

Tokyo, Yokohama
C40
(London)

2005

ICAP Public authorities and governments that have
established or are actively pursuing carbon markets
through mandatory cap and trade systems with

11 EU, 5 regional greenhouse gas
initiative (RGGI), 9 western climate
initiative (WCI) members 4 others and

1 city
Tokyo

ICAP
(Berlin)

2007

through mandatory cap and trade systems with
absolute caps

initiative (WCI) members, 4 others, and
2 observers

* Aichi‐Prefecture, Itabashi‐Ward, Ube, Okayama, Kanagawa‐Prefecture, Kawagoe, Kawasaki, Kitakyushu, Kyoto, 
   Kumamoto, Kobe, Sapporo, Sumida‐Ward, Sendai, Nagoya, Hiroshima, Fujisawa, Musashino, Yamanashi 
** Kagoshima, Kitakyushu, Kumamoto, Nagasaki, Naha, Oita, Saga, Fukuoka (host)
*** Fukuoka, Hiroshima , Minamata, Ube,  Yokohama, Kitakyushu (host)

ウェブサイトより作成。2009年10月時点
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調査先は、日本とアジアの都市が参加しており、かつ環境関連の
プログラムを実施している都市間ネットワーク
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都市間ネットワークの組織・制度 – IGES調査

(ご参考) 各都市間ネットワークのテーマとプログラム内容(ご参考) 各都市間ネットワークのテーマとプログラム内容

Key / original
theme Environment Others

Program contents
theme Environment Others

CITYNET Human habitat Water & sanitation, solid waste management, environmental
education, etc

Infrastructure, disaster, MDGs, information communication
technology

ICLEI Sustainable
development

GHG emission reduction, biodiversity, transportation,
procurement, urban management, renewables, energy
effficiency, water, etc

‐

y, ,
APCS Urban

development
Environmental protection in urban areas, protection of urban
ecological environment, urban transportation, etc

Sustainable economic & social development, etc

KI Urban
environment

Air quality control, wastewater treatment, cleaner
production, solid waste management, transportation, human
settlements, energy efficiency, etc

‐

ANMC21 Urban
development

Urban environment, air quality control, energy and
environment technologies, etc

Crisis management, health, industry, arts & culture, women's
social participation, human resource development

C40 Climate change Buildings, energy, lighting, ports, renewables, transportation,
waste management, water resource

‐

ICAP Carbon trading Carbon market, cap & trade system ‐

ウェブサイトより作成。2009年10月時点
ICAPは国政府も含む組織であるが、東京都やカリフォルニア州等、地方自治体もメンバーとして活動しているので、今回は都市間ネットワークに準
ずる組織として研究対象とした
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都市間ネットワークの制度・組織 – IGES調査結果より

資金源資金源
Number
of fund
sources

Take Does not
take

CITYNET 6 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

National & super
national govts /

affiliated entities *

UNWB/ADB Membership feesMember city contribution
for projects (incl. in‐kind)

Private
sector

Host local
govt

CITYNET 6 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

ICLEI 6 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

APCS 1 ✓ ‐ ✓

KI 4 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

ANMC21 2 ✓ ✓ ✓

C40 5 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓C40 5 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

ICAP 3 ✓ ✓ ** ✓ ✓

* Examples of super national govts are EU, and affiliated entities are GTZ and JICA.
** ICAP receives offers from large power companies and a federation of economic organizations 
     to support its activities, but it has not accepted their offers yet. ウェブサイト及びヒアリングより作成。2009年10月時点

CITYNET、ICLEI、C40らは、多数のドナーから資金援助を受けることに成功
メンバーシップの課金制度については賛否両論。C40 やICAPのように、参加都市が交互に会議・

イベント等を主催するネットワークからは、メンバーシップ料の徴収は参加都市に不必要に過度な
負担を与えるものだという意見も聞かれた一方、CITYNETやICLEIは、事務局の運営費を賄い、ま

た中立的立場で公平にネットワークを運営するためには、参加メンバー全てからメンバーシップ料
を徴収することが不可欠と考える。その他のネットワーク事務局からはメンバーシップ料の徴収に
よる参加都市の減少を危惧する意見も聞かれた
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よる参加都市の減少を危惧する意見も聞かれた

メンバーシップ料の徴収に関しては、特に途上国の場合、支払いが滞る等の問題も聞かれるが、
CITYNET、ICLEIとも現在は特に問題ないとコメント
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都市間ネットワークの制度・組織 – IGES調査結果より

プロジ クト評価プロジェクト評価

Info sharing Project * Policy
advocacy

by donor by secretariat by national
govt

Program activities Project evaluation

advocacy govt
CITYNET ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

ICLEI ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

APCS ✓

KI ✓ ✓

ANMC21 ✓ ✓ANMC21 ✓ ✓

C40 ✓ ✓ ✓

ICAP ✓ ✓ ✓

* Project includes various activities such as capacity development, training, demonstration project, and procurement.

ウェブサイト及びヒアリングより作成 2009年10月時点ウェブサイト及びヒアリングより作成。2009年10月時点

プロジェクト評価については、ほぼ全ての都市間ネットワークから実施したいとの意向が聞
かれた
しかし現状ではCITYNETとICLEIのみが 継続的なプロジェクト評価を実施 これら2つのネットしかし現状ではCITYNETとICLEIのみが、継続的なプロジェクト評価を実施。これら2つのネット
ワークは、JICA、ADB、EU等ドナー資金を用いプロジェクトを運営することが多いため、ドナー
からの要求に応じ、評価を徹底する方向にあると推測される

ほぼ全ての都市間ネットワークが、参加都市からのフィードバックを得ることの難しさについ
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て言及。調査表等を自治体に送付しても、簡単には返事を貰えない実態が明らかとなった
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都市間ネットワークの制度・組織 – IGES調査結果より

(ご参考)プロジ クト評価 CITYNET JICA横浜の例(ご参考)プロジェクト評価 – CITYNET・JICA横浜の例

16

JICA横浜ウェブサイトより
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都市間ネットワークの制度・組織 – IGES調査結果より

事務局運営体制事務局運営体制
Rotation of 

Chair/
President

Independent Independent
(w/ secondment from

a host govt )

Hosted by
a government

Number of staff members
Secretariat

a host govt.)
CITYNET yes ✓ 12 (incl. 3 seconded city officials from Makati, Ho Chi Minh,

Banda Ache)
ICLEI yes ✓ 4 (incl. 1 seconded city official from Kyoto) *
APCS no ✓ 3 (incl. 1 seconded city official from Fukuoka)
KI no ✓ 5 (incl. 1 seconded city official from Kitakyushu)
ANMC21 no ✓ 13
C40 yes ✓ 2
ICAP yes ✓ 2 (incl. 1 seconded govt. official from Germany,

 1 assistant) **
* The figure and independency of the secretariat represent ICLEI Japan. 
   The total number of ICLEI staff member in the world is approximately 150.
   Rotation of President shows ICLEI Global, as there is no president for local offices.
** Another seconded city official from British Columbia is expected to join ICAP shortly

ウェブサイト及びヒアリングより作成。2009年10月時点

ガバナンスに関しては、事務局及び参加都市へのヒアリングから、代表・会長都市の定期的交
代が最も重要な項目として挙げられた。カナダPLUS Networkによる調査においても、大多数
(41％)の都市が、ネットワークの運営を担う代表都市の定期的交代を望むとの結果が出ている
事務局の独立・中立性を ICLEIは特に重視 ひとつの都市に主催されることにより 他の参加
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事務局の独立 中立性を、ICLEIは特に重視。ひとつの都市に主催されることにより、他の参加

都市が会長都市に従属するような感覚をもつことに危惧し、事務局は常に独立して運営すると
の方針を打ち出している
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都市間ネットワークの現状

まとめまとめ

自治体間の情報交換、ネットワーク作り、トレーニング・プログラムの実施や政策立案の
補助に多くの都市間ネットワークが従事補助に多くの都市間ネットワ クが従事

自治体及び都市間ネットワークへの調査から、環境問題が国際連携の最も適した分野で
あることが判明。中でも特に気候変動、ゴミ処理に関する協力が、多く実施されている

都市間ネットワ クの資金源は 国際機関 各国政府 開発援助機関 民間企業等都市間ネットワークの資金源は、国際機関、各国政府、開発援助機関、民間企業等、
様々であり、今回インタビューを行った都市間ネットワークの間では、CITYNET、ICLEI 、C40
が、より多くの団体・機関から支援を受けていることが判明。メンバーシップ料の参加都市
への課金に対しては、賛否両論が聞かれた

都市間ネットワークによるプロジェクト評価に関しては、事務局には実践意向は存在する
ものの、実行しているのは、現在CITYNET、ICLEIのみ

ガバナンス体制として最も重要視されるべきは、ネットワークの運営を任される代表・会長ガ ナンス体制として最も重要視される きは、ネットワ クの運営を任される代表 会長
都市の定期的交代との結果が、事務局及び参加都市へのヒアリングから判明した

18
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アジアの低炭素型発展に向けた都市間ネットワーク・プログラム

日本とアジア都市の低炭素型発展に いま都市間ネットワークに必要とされ日本とアジア都市の低炭素型発展に、いま都市間ネットワークに必要とされ
ているプログラムは何か?・・・

北九州市はアジア低炭素化センタ北九州市はアジア低炭素化センタ

ーを2010年度に設置をする予定

であり、日本の環境技術をアジア

に展開するために産業界と協力しアジア

JETRO JICA JBIC
に展開するために産業界と協力し

ていくことを検討

環境ビジネスの側面からは、経済

産業省 日本貿易振興機構

日本

都市間
ネットワーク

JETRO,JICA, JBIC

自治体 企業
自治体

企業自治体 企業
産業省、日本貿易振興機構

（JETRO）、大阪府や兵庫県が、地

域レベルで環境・省エネビジネス

のアジア展開のためのニーズ調

自治体の
海外事務所

企業

.

.

.

.

.

.

査やビジネスマッチングを支援

19

・・・そして、それらプログラムを実施することのできる都市間ネットワークは?
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アジアの低炭素型発展に向けたプログラム (案)

都市間ネットワークを利用した自治体共同購入プログラム都市間ネットワ クを利用した自治体共同購入プログラム

自治体の購買を合算することで購買力を高めることで、省エネ機器や低公害車、再生可
能エネルギー購入の費用を抑え、低炭素化・低公害商品・技術の普及を図ることにより、

炭素 を促進す プ グ

自治体にとっての利益

低炭素化を促進するプログラム

企業にとっての利益

ガス電気水道代の節約

省エネ機器や低公害車、

再生可能エネルギーの

新たなビジネスチャンス

市場シェアの拡大

ビジネスリスクの軽減再生可能 ネルギ の

購入費用の削減

環境目標の達成

自治体のイメージアップ

ビジネスリスクの軽減

取引費用の削減

自治体のイメ ジアップ

気候変動対策への貢献

20

具体的にはどのようなプログラムか?
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世界の40大都市と企業をつなぐ 都市間ネットワークによる共同購入プログラム世界の40大都市と企業をつなぐ、都市間ネットワ クによる共同購入プログラム

Purchasing consortium
C40は、2005年にロンドン市長(当時)の主

導で開始した都市間ネットワーク。東京、

C40 Cities 

Renewable 
energy

Financial 
institutions

Clinton Climate Initiative 

導 開始 都市間 ッ ク。東京、

香港、バンコク、ジャカルタ、ニューヨーク

等、世界の40大都市を参加都市に抱える

Clinton Climate Initiative (CCI)は 元米国

IT

Consulting

Manufacturing

Construction

Clinton Climate Initiative (CCI)は、元米国

大統領ビル・クリントン氏のClinton 
Foundationの気候変動問題に特化したプ

ログラム。C40のImplementing partnerとし
Energy

Waste 
management

て、共同購入プログラムを運営する

CCIは C40の参加都市に対して 企業を紹介 また商品やサ ビスの値引き交渉等を 自治体に代わり行うCCIは、C40の参加都市に対して、企業を紹介。また商品やサービスの値引き交渉等を、自治体に代わり行う。

加えてプロジェクトの資金調達の方法、銀行やその他金融機関の紹介、カーボン・マーケットに関する相談も

受け付ける等、自治体に対する総合的なサービスを提供

21

C40は都市からの参加申し込み多数のため、現在は正会員としての
新規加入はストップ
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イクレイ（ICLEI）― 「プロキュア＋」キャンペーン

欧州の自治体購買担当とグリ ン企業をつなぐパイプライン欧州の自治体購買担当とグリーン企業をつなぐパイプライン

ICLEIヨーロッパにより、1996年に情報交流

ネットワークである“Buy it Green”ネットワネッ ク ある y ネッ

ーク (BIG‐Net) がスタート。2004年には「プ

ロキュア＋キャンペーン」（”Procure ＋”）

を開始され、ヨーロッパにおける自治体の

持続可能な購入を支援持続可能な購入を支援

現在、 欧州9カ国(デンマーク、フィンランド、

フランス、アイスランド、イタリア、ポルトガ

ル、スペイン、英国、スイス) の29の参加

都市・団体とパラグアイ政府系機関が参

加

青印＝都市
黄印＝企業

22

日本・アジアでは未展開
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イクレイ（ICLEI）― 「プロキュア＋」キャンペーン

自治体向けにマニ アルを作成 提供自治体向けにマニュアルを作成・提供

価格の妥当性の
判断基準を説明

分野別に環境に

入札の際に、どのように環境
基準を盛り込むか、またどの
ように環境基準を構築するか

分野別に環境に
対する影響、購
買に際しての注
意点、関連する
製品表示等を

23

ように環境基準を構築するか
説明

製品表示等を
提示
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イクレイ（ICLEI）― 「プロキュア＋」キャンペーン

同時にトレ ニングとコンサルティングを提供することにより同時にトレーニングとコンサルティングを提供することにより・・・

(トレーニング) 国際・EU・国の法的枠組みについて (コンサルティング) 購買方法・状況の監査

(トレーニング) 環境・社会性の入札プロセスへの
導入について

(コンサルティング) 持続可能な購買に向けたマネ
ジメント・システム導入

24
・・・プログラムの周知度・習得度を向上
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CITYNET S t i bl M t A ti RCITYNET ‐ Sustainable Management Action Resource 
Tools for Cities (SMART Cities) プログラム

アジアの都市と欧州の環境関連技術をもつ企業をつなぎ 都市の持続可能なアジアの都市と欧州の環境関連技術をもつ企業をつなぎ、都市の持続可能な
成長をサポート

Regional Institute of Environmental Technology (RIET)、
Green City Denmarkと共に運営

25
City Pageでは、各都市の担当者の連絡先、関心のある技術分野の検索が可能

y 営
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CITYNET S t i bl M t A ti RCITYNET ‐ Sustainable Management Action Resource 
Tools for Cities (SMART Cities) プログラム

G P では 各社 各工場の技術や取り組みの概要が閲覧可能Green Pageでは、各社・各工場の技術や取り組みの概要が閲覧可能

26
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日本 アジア版日本・アジア版
都市間ネットワークを利用した共同購入プログラム (案)
日本とアジア都市の低炭素型発展 そして経済発展のために・・・日本とアジア都市の低炭素型発展、そして経済発展のために・・・

大都市‐ 米国(C40)、欧州‐欧州

( ) 欧州 アジア( )を(ICLEI)、欧州‐アジア(CITYNET)をつ

なぐプログラム・プラットフォームは

既に存在。しかし世界一の環境技

術を誇る日本の自治体と企業を世術を誇る日本の自治体と企業を世

界につなぐための都市間ネットワ

ークは未だ存在しない

自治体 ビジネス 都市間ネットワ自治体、ビジネス、都市間ネットワ

ークにとり、共同購入プログラム

は、今後の飛躍を促す大きなチャ

ンス！ンス！

27

・・・日本とアジアの自治体・企業をつなぐ都市間ネットワークの共同購入
プログラムとプラットフォームの構築が望まれる
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日本 アジア版

既存のプログラムを応用すれば 早期にプログラムを開始することが可能・・・

日本・アジア版
都市間ネットワークを利用した共同購入プログラム (案)
既存のプログラムを応用すれば、早期にプログラムを開始することが可能・・・

ウェブサイト マニュアル トレーニング／コンサルティング

プログラム(案)

ウェブサイト

日本の自治体・企業の技
術・ノウハウ、自治体の関
心のある技術、担当者の

マニュアル

バス・建築等、各分野の環
境に対する影響、入札・購
買に際しての注意点、価

トレ ニング／コンサルティング

持続可能な購入の意義・方法
をセミナー等を通じたトレーニ
ングの実施、適切に購買が行あ 技術、 者

リスト等をウェブサイトで検
索可能に

買 際 点、価
格の妥当性の判断材料等
をマニュアル化し、ウェブ
サイトで閲覧可能に

実施、 購買 行
われているかの確認等、個別
のコンサルティングの提供

国内の自治体を対象としたプログラム

プログラム導入のタイムライン(イメージ)

また日本の自治体に試験的導入を行 た後に アジアで展開を図ることで

海外の自治体を対象としたプログラム

28

・・・また日本の自治体に試験的導入を行った後に、アジアで展開を図ることで、
新規プログラム開始の混乱も最小限に抑えられると考えられる
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日本・アジア版

本プログラムを 日本・アジア間で推進するに適した都市間ネットワークは

日本・アジア版

都市間ネットワークを利用した共同購入プログラム

本プログラムを、日本・アジア間で推進するに適した都市間ネットワークは
存在するか?

ネットワークに求められる資質 (評価基準)

日本・アジア都市・企業へのアクセス

ネットワーク運営能力・資金・人材

気候変動問題・低炭素化へ向けた取り組み気候変動問題 低炭素化 向けた取り組み

調査対象ネットワーク

北九州イニシアティブ
／アジア低炭素化センター

低炭素都市推進協議会 (Promotion Council for the Low Carbon Cities)

イクレイ（ICLEI）－持続可能性をめざす自治体協議会

29

CITYNET (アジア太平洋都市間協力ネットワーク)
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クリーンな環境のための北九州イニシアティブ

北九州市 国連アジア太平洋経済社会委員会(UNESCAP) IGESが協力し北九州市、国連アジア太平洋経済社会委員会(UNESCAP)、IGESが協力し
アジア各国でテーマ別セミナー、成功事例に基づいたパイロット事業普及等
の活動を展開

2000年に「第4回アジア大変2000年に「第4回アジア大変
要環境と開発に関する閣僚
会議」において、アジア太平
洋地域における都市環境の

参加都市数 日本の参加都市

質と人間の健康を向上させる
ためのメカニズムとして採択

参加都市数
日本：6
アジア：60

日本の参加都市

北九州市

福岡市

広島市

水俣市

パンフレットより抜粋

水俣市

宇部市

横浜市

30

近年では、アジア都市での生ゴミのコンポスト化事業の普及に成功
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クリーンな環境のための北九州イニシアティブ

地方政府の能力向上に貢献し アジア太平洋地域におけるグリーン・グロース地方政府の能力向上に貢献し、アジア太平洋地域におけるグリーン・グロース
(環境に配慮した持続可能な経済成長)を目指し、活動を展開

成功事例と実践の収集と再現

活動の柱(2005‐2010年)

革新的な政策とプログラムモデル
の開発

将来的な協力メカニズムの開発

パンフレットより抜粋

31

パンフレットより抜粋

しかし2010年3月に10年間のサイクルを終え、活動を終了予定
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アジア低炭素化センター

2010年発足予定 北九州イニシアティブ アジア環境協力都市ネットワーク2010年発足予定。北九州イニシアティブ、アジア環境協力都市ネットワ ク、
東アジア経済交流推進機構等の既存枠組みを活用し、アジアでの低炭素社
会づくりを目指す

持続可能なアジア太平洋に関する国際
フォーラム(ISAP)での発表資料より

32

環境省の展開するクリーン・アジア・イニシアティブとの連携も計画中
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アジア低炭素化センター

とも連携し 北九州市 ウ ウを世界に発信JBICとも連携し、北九州市のノウハウを世界に発信

日経新聞2009年12月18日 朝刊日経新聞2009年12月22日 地方経済面

33

今後の活動が期待される
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低炭素都市推進協議会 Promotion Council for the Low Carbon Cities

昨年末に誕生した 日本最大級の環境に特化した都市間連携プラットフォーム昨年末に誕生した、日本最大級の環境に特化した都市間連携プラットフォーム
目的

低炭素型の都市・地域づくりに向けて、環境モデル都市の優れた取組の全国展開を図るとともに、
低炭素社会づくりに積極的に取り組む海外の都市と連携し、我が国の優れた取組を世界に発信する

設立 2008年12月

構成員(計147団体。2009年5月時点)
環境モデル都市、環境モデル候補都市、その他低炭素型都市・地域作りに向けたアクションプランを策定する意思のある
市区町村(72)市区町村(72)
関係省庁(12)、都道府県(40)、関係政府機関(23)等

役員
会長：北九州市長
会長及び幹事の任期は1年間とする。ただし再任は妨げない

事務局 内閣官房地域活性化統合事務局

ワーキング・グループワ キング グル プ
1. 都市・地域の低炭素化施策推進WG (コーディネーター：北九州市)

環境性能評価手法の検討
低炭素型モデル街区・地域の実現

2. グリーン・エコノミーWG(コーディネーター：横浜市)
グリ ン エコノミ 創出施策の展開

34

グリーン・エコノミー創出施策の展開
低炭素社会の地域連携モデルの構築

低炭素化センターと共に今後の活躍が期待される
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イクレイ（ICLEI）－持続可能性をめざす自治体協議会

世界最大級の環境に特化した都市間ネットワ ク世界最大級の環境に特化した都市間ネットワーク

1990年に43ヵ国200以上の地方自治体が
集まり、ニューヨークの国連本部で行われ
た「持続可能な未来のための自治体世界
会議」において誕生
正式名称はInternational Council for 
Local Environmental Initiatives（国際環境

参加都市数
全世界( 69カ国)：1107
日本 21

日本の正会員

愛知県 熊本市
飯田市 神戸市

Local Environmental Initiatives（国際環境
自治体協議会）

日本：21
アジア：100

飯田市 神戸市
板橋区 札幌市
宇部市 墨田区
岡山市 仙台市
神奈川県 名古屋市
川越市 広島市
川崎市 藤沢市
北九州市 武蔵野市
京都市 山梨県

35

2009年のICLEI World Congressにおいて、成長を続けるアジア各国を
サポートするためのプラットフォームとして、ICLEI‐Asiaの設立を宣言
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イクレイ（ICLEI）－持続可能性をめざす自治体協議会

環境の保全と地域の持続可能な成長を両立すべく 様々なキャンペ ンや環境の保全と地域の持続可能な成長を両立すべく、様々なキャンペーンや
プログラムを実施

気候変動防止
気候変動防止都市キャンペ ン（ＣＣＰキャンペ ン）気候変動防止都市キャンペーン（ＣＣＰキャンペーン）
COP１５に向けての自治体ロードマップ
都市気候カタログ

生物多様性の保全生物多様性の保全
都市と生物多様性 ‐「生物多様性のためのローカルアクション」

持続可能性の管理

づ

ローカルアジェンダ21
自治体による持続可能な購入（｢プロキュア＋」）
持続可能性のための管理メカニズム

総合的な水管理

持続可能な地域社会づくり

36

・・・先日行われたCOP15では、自治体の声を世界に届けるべく、
ポリシー・アドボカシ―・イベントも展開した
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CITYNET (アジア太平洋都市間協力ネットワーク)

地方自治体 政府 国連機関 市民団体 NGO 企業 学術機関が参加し

1982年の第1回国連アジア太平洋都市
会議(横浜開催)において 同地域の都

地方自治体、政府、国連機関、市民団体、NGO、企業、学術機関が参加し、

会議(横浜開催)において、同地域の都

市間の交流を持続させ、都市の居住環
境の改善と自治体の能力向上させるた
めの 都市間の連携を促進しようというめの、都市間の連携を促進しようという
方向性が確認され、87年第2回国連アジ

ア太平洋都市会議（名古屋開催）におい
て国連アジア太平洋経済社会委員会
（ESCAP）等の協力を得て横浜市の主導
でCITYNET設立

1989年から現在まで横浜市が会長都市
参加都市数
全世界：73

日本の参加都市
横浜市1989年から現在まで横浜市が会長都市

を継続して務める。2013年に事務局は

韓国ソウルに移転。横浜市は次期会長
に立候補しないことを明言

日本：2
アジア：68

杉並区
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アジア太平洋地域の都市問題の改善・解決を目指す
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CITYNET (アジア太平洋都市間協力ネットワーク)

環境だけでなく IT インフラ MDG等 6つの分野をカバ ナショナル チャ環境だけでなく、IT・インフラ・MDG等、6つの分野をカバー。ナショナル・チャ
プタ―を通じ、現地でのプログラムの普及を図る

プログラム

ナショナル・チャプタ―
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またJICAと共に環境教育プログラム(Post‐AWAREE)等を実施
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既存都市間ネットワークの検証 ―日本・アジアの都市へのアクセス

参加都市数ではICLEIが最も有利 しかし参加国数では低炭素化センター参加都市数ではICLEIが最も有利、しかし参加国数では低炭素化センタ 、
CITYNETが優位

都市間ネットワーク別 参加都市 概観 ALCC/KI PCLCC ICLEI‐Asia CITYNET
Japan 7 112 21 2
Asia 70 0 100 68Asia 70 0 100 68
China 19 ‐ 1 4
China (Taiwan) ‐ ‐ 5 3
Korea 8 ‐ 36 6
Mongolia 2 ‐ ‐ ‐
Indonesia 8 ‐ 7 9
Philippines 4 ‐ 17 9
Thailand 4 ‐ 3 1
Malaysia 3 ‐ ‐ 2
Vietnam 2 ‐ ‐ 5
Myanmar 1 ‐ ‐ 1

ALCC/KI ICLEI‐Asia CITYNETPCLCC

Bangladesh 2 ‐ 1 4
Cambodia 1 ‐ ‐ 1
India 2 ‐ 24 4
Nepal 6 ‐ 5 9
Sri Lanka 3 ‐ 1 6
Fiji 1 1

Japan China China (Taiwan) Korea Mongolia Indonesia Philippines
Thailand Malaysia Vietnam Myanmar Bangladesh Cambodia India
Nepal Sri Lanka Fiji Pakistan Iran

Fiji 1 ‐ ‐ 1
Pakistan 2 ‐ ‐ 2
Iran 2 ‐ ‐ 1
参加都市合計 77 112 121 70
参加国合計 17 0 10 17

各ネ トワ ク公開資料より作成
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低炭素都市推進協議会は国内では抜群のアクセスを誇るが、海外参加都市は無

各ネットワーク公開資料より作成
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既存都市間ネットワークの検証 ―ネットワーク運営能力

現状では経験豊富なCITYNET ICLEIに優位性がみられるが現状では経験豊富なCITYNET、ICLEIに優位性がみられるが、

Year of establishment Years of experience
KI * 2000 10
CLCC 2008 2

ネットワーク運営年数
North‐north North‐south South‐south

KI ✓ ✓

CLCC ✓

協力の種類

CLCC 2008 2
ICLEI ** 1990 20
CITYNET 1987 23
*   ALCC will be established in 2010
** ICLEI Japan was established in 1993

ICLEI‐Asia ✓ ✓ ✓

CITYNET ✓ ✓

事務局運営人数

Number of staff members Seconded cities officials Staff without secondment
KI * 5 1 4
CLCC ** 1 ‐ ‐
ICLEI Japan *** 4 1 3
CITYNET 12 3 9

事務局運営人数

運営基盤、資金源とも、経験豊
富なCITYNET、ICLEIに優位性が
みられる

CITYNET 12 3 9
* Number of staff for ALCC has not been determined yet
** Staff at the Cabinet Office
*** The figures will be updated once secretariat information on ICLEI SA and Korea is obtained

資金源

しかし、双方とも20年もの経験

があるのにも関わらず、日本の
参加都市数は低迷ぎみ

Take Does not
take

KI ✓ ✓ ✓ ✓

CLCC ✓ ✓

ICLEI ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

Membership feesWB/
ADB

UNNational & super
national govts /
affiliated entities

Host local
govt

Private
sector 日本とアジアをつなぐには低炭

素化センター(ALCC)、低炭素都
市推進協議会(PCLCC) の今後
の成長性は考慮されるべき

40

ICLEI ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

CITYNET ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
の成長性は考慮されるべき

低炭素化センター、低炭素都市推進協議会の今後の飛躍の可能性も考慮すべき
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既存都市間ネ トワ クの検証

低炭素化に向けた取組に関しても同様に 経験の長いICLEI CITYNETに

既存都市間ネットワークの検証
―気候変動問題・低炭素化へ向けた取り組み

低炭素化に向けた取組に関しても同様に、経験の長いICLEI、CITYNETに
優位性がみられるが、

Network’s mission Carbon‐related programs
ALCC/KI Low carbon (ALCC)

Urban environment (KI)
No program yet (ALCC)

PCLCC Low carbon city Low carbon cities (headed by Kitakyushu)
Green economy (headed by Yokohama)

ICLEI Sustainable development Cities for Climate Protection (CCP) Program
Local Government Climate Roadmap
Procura+

CITYNET Human habitat Climate Change Initiative
Smart Cities
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日本の自治体・企業とのアクセスをどのように担保するかの問題が残る
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都市間ネットワークの連携

単独の都市間ネットワークでプロジェクトを実施するのではなく 複数が単独の都市間ネットワークでプロジェクトを実施するのではなく、複数が
協力することでシナジーが生まれるのではないかと推測

Pros Cons
Work alone - May avoid extra coordination work among  - No synergy

networks - Take time to increase member cities and build 
trust among them

- No scale merit
- May cost more to run a network than working 

with other networks
i i il d i- May increase similar programs and practices 

among networks
- May require more work for LGs for duplicated 

programs by networks
Work with other 

t k
- Invite synergies among networks

T k l ti t i b i
- May take time to coordinate with other 

t knetworks - Take less time to increase member size
- Invite a scale merit – such as increased 

opportunity for matchmaking among member 
cities

- May lower operation costs than working alone
May consolidate similar programs and practices

networks

- May consolidate similar programs and practices 
among networks and create more well‐catered 
programs

- May require less work for LGs to comply with 
networks
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ICLEIとC40、CITYNET とEUROCITIES等、
複数の都市間ネットワークが協力する事例は存在
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アジアの低炭素型発展に向けたアジアの低炭素型発展に向けた
都市間ネットワークによるプログラムとプラットフォーム (案)
まとめまとめ

アジアの低炭素型発展の促進するための都市間ネットワークのプログラムとして、自治体
による共同購入を提案。日本とアジアの自治体・企業をつなぎ、省エネ機器や低公害車、
再生可能エネルギ の導入の促進を図り 同地域の低炭素化を推進再生可能エネルギーの導入の促進を図り、同地域の低炭素化を推進

既存の自治体による海外事務所やJETRO、JICA、JBIC等と自治体の連携を補強・補完する
するメカニズムとしての活用を期待

欧州の自治体と企業を結ぶプログラム また欧米の企業とアジアの自治体をつなぐプロ欧州の自治体と企業を結ぶプログラム、また欧米の企業とアジアの自治体をつなぐプロ
グラムは既にICLEI、CITYNET、C40により開始。これら既存のプログラムを応用することで、
早期に日本・アジア版のプログラムの開始が可能

本プログラムを実施する都市間ネットワークには アジア低炭素化センター 低炭素都市本プログラムを実施する都市間ネットワークには、アジア低炭素化センター、低炭素都市
推進協議会、ICLEI、CITYNETが挙げられるが、アジア低炭素化センター、低炭素都市推進
協議会はまだ開始前・1年であり、現状ひとつに絞り込むことは困難

プログラムの早期開始を図るためにも、ひとつのネットワークに本プログラムの実施を期プログラムの早期開始を図るためにも、ひとつのネットワ クに本プログラムの実施を期
待するのではなく、既存のネットワークが協力し双方を補強・補完する形で実施することを
推薦

今後の研究内容としては、共同購入プログラム以外のアジアの低炭素化を促進するプロ
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グラムの可能性について、またの共同購入プログラムに関しては詳細を吟味し、問題・解
決策についての具体的に検討することが求められる


